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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

　
　
平
成
二
十
二
年
六
月

十
一
日
、
富
士
河
口
湖

町
文
化
財
審
議
会
の
前

会
長
　
倉
澤
　
幹
氏
（
町

政
功
労
者
・
教
育
功
労

者
）が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
（
享
年
八
〇
歳
）
。
旧

河
口
湖
町
当
時
の
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）か
ら
十
二

年
に
わ
た
り
審
議
委
員
を
、平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）

か
ら
十
年
も
の
期
間
、
審
議
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の「
古
の
小
径
」で
は
、
富
士
河
口
湖
町
の
文

化
財
保
護
の
取
組
み
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た

故
人
を
偲
び
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
倉
澤
氏
が
会
長
に
就
任
さ
れ
た
平
成
十
二
年
度
に

は
、広
報
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー「
古
の
小
径
」の
連
載
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
連
載
に
あ
た
っ
て
は
、
執
筆
者
や
掲
載
内

容
の
検
討
・
調
整
な
ど
に
大
変
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。結

果
、百
回
を
超
え
る
長
期
連
載
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、倉
澤
氏
の
念
願
に
よ
り
平
成
二
十
一
年

（
二
〇
〇
九
）に
は
、
過
去
の
連
載
を
一
冊
の
本
と
し
て

編
集
し
た『
古
の
小
径
　集
成
版
』が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
歴
史
や
文
化
財
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
倉
澤
氏
は
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
、
平
成
十

八
年
（
二
〇
〇
六
）の
二
度
に
わ
た
る
町
村
合
併
の
時

期
に
文
化
財
審
議
会
長
を
務
め
ら
れ
、旧
町
村
の
指
定

文
化
財
を
富
士
河
口
湖
町
の
指
定
文
化
財
と
し
て
継

続
し
て
保
護
し
、
広
範
囲
に
所
在
す
る
町
の
文
化
財
の

全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
平
成
十
二
年
か
ら「
古
の
小
径
」が
広
報
に
掲
載
さ

れ
、
原
稿
の
検
討
・
協
議
等
で
た
び
た
び
倉
澤
前
会
長

宅
を
訪
問
し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
で
す
。

　
　
平
成
十
六
年
九
月
に
河
口
地
区
の
塚
越
遺
跡
の
発

掘
調
査
に
よ
り
縄
文
時
代
後
期
（
約
四
千
年
前
）の
柄

鏡
形
敷
石
住
居
跡
が
完
全
な
状
況
で
発
見
さ
れ
た
際
、

前
会
長
は
、遺
跡
の
石
材
の
保
存
と
活
用
に
熱
意
を
示

し
、
今
年
三
月
の
任
期
終
了
ま
で
念
願
さ
れ
て
い
ま
し

た
。在
り
し
日
の
前
会
長
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　　現
在
遺
跡
の
石
材
は
、関
係
者
の
方
々
の
指
導
と
地

域
の
人
々
の
努
力
に
よ
り
保
存
さ
れ
て
お
り
、
早
急
に

文
化
財
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　（
文
化
財
審
議
会
　会
長
　中
村
義
朗
）

○
故
・
倉
澤
前
会
長
と
は
、私
が
審
議
会
委
員
に
委
嘱

さ
れ
た
平
成
十
四
年
以
来
の
御
付
合
い
で
、
ず
っ
と
会

長
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。軽
妙
洒
脱
で
飾
り
気
の
な
い
素

直
な
お
人
柄
で
、そ
れ
で
い
て
何
か
威
厳
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。私
に
は
何
く
れ
と
な
く
目
を
か
け
て
頂
き
ま

し
た
。あ
ま
り
に
急
な
訃
報
に
言
葉
を
失
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　　　　　　　　　（
文
化
財
審
議
会
　副
会
長
　中
村
章
彦
）

○
教
職
出
身
の
前
会
長
か
ら
多
く
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
る
日
、そ
れ
ら
の
こ
と
を
広
報
に
掲
載
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
が
、「
ま
ず
は
提
案
者
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
ょ
う
。」と
申
さ
れ
た
の
が
昨
日
の
ご
と
く
し
の

ば
れ
ま
す
。先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
化
財
審
議
会「
古
の
小
径
」編
集
委
員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄
司
　守
男
）

謹
ん
で
前
会
長
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　（
富
士
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
会
）

前
文
化
財
審
議
会
会
長

　
　
　
　
　
故
・
倉
澤
　
幹
氏
を
偲
ん
で

〈
「
古
の
小
径
」
と
と
も
に
〉

〈
倉
澤
氏
を
偲
ん
で
〉

〈
町
村
合
併
時
の
文
化
財
保
護
〉

　　旧
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
会
委
員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
平
成
九
年
〜
）

　　旧
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
会
会
長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
平
成
十
二
年
〜
）

　　富
士
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
会
会
長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
平
成
十
五
年
〜
）

　　富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録

　　　　   

富
士
河
口
湖
町
学
術
委
員
会
委
員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
平
成
十
九
年
〜
）

　　富
士
河
口
湖
町
内
天
然
記
念
物

　　　　   

保
存
管
理
計
画
検
討
委
員
会
委
員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
平
成
二
十
年
〜
）

　　重
要
文
化
財
冨
士
御
室
浅
間
神
社
本
殿

　　　　   

保
存
活
用
計
画
検
討
委
員
会
委
員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
平
成
二
十
一
年
〜
）

　　町
政
功
労
賞
・
教
育
功
労
賞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
平
成
二
十
一
年
）

　　三
浦
家
の
門（
河
口
）　　　　　　　　　 

平
成
十
五
年

　　河
口
浅
間
神
社
参
道
の
杉
並
木（
河
口
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平
成
十
五
年

　　河
口
浅
間
神
社
の
栃
の
木（
河
口
）平
成
十
五
年

　　河
口
浅
間
神
社
の
樅
の
木（
河
口
）平
成
十
五
年

　　金
銅
薬
師
如
来
立
像（
小
立
）　　　平
成
十
八
年

　　廻
り
舞
台（
小
立
）　　　　　　　　　　  

平
成
十
九
年

　　大
杉
地
区
溶
岩
樹
型
群（
本
栖
）　平
成
二
十
年

在
任
中
に
新
規
指
定
さ
れ
た
町
文
化
財

倉
澤
氏
の
功
績（
文
化
財
関
係
を
中
心
に
）
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健
康
科
学
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
お
知
ら
せ

夏
休
み
こ
ど
も
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室

富
士
河
口
湖
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
部
員
募
集

第
２
回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
i
n
河
口
湖
猿
ま
わ
し
劇
場

2
0
1
0
年
度　

富
士
山
検
定
開
催
の
ご
案
内

■
テ
ー
マ

　　　「
健
康
大
で

　　　　　　自
分
の
将
来
を

　　　　　　　　見
つ
け
よ
う
！
」

■
日
　程

　　第
２
回
　８
月
７
日（
土
）　

　　第
３
回
　８
月
28
日（
土
）　

　　　　　午
前
10
時
30
分 

〜

　　　　　午
後
３
時
30
分

　　　　　（
各
回
共
）

■
内
　容

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　○「E
n
jo
y
! 

健
康
大
生
活
♪
」 …

在
学
生
が
大
学
生
活
の

　　　様
子
を
お
伝
え
し
ま
す

　○
理
学
療
法
学
科
講
義 

[

あ
な
た
の
重
心
は
揺
れ
て
い
る 

　　　〜
重
心
の
揺
れ
と
転
倒
の
関
係
〜]

　○
作
業
療
法
学
科
講
義 

[

身
体
を
元
気
に
、心
も
元
気
に 

　　　〜
転
倒
予
防
と
作
業
療
法
〜]

　○
福
祉
心
理
学
科
講
義 [

心
の
不
思
議 

〜
自
分
探
し
の
旅

　　　に
出
ま
せ
ん
か
♪
〜] 

第
３
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　○「
卒
業
生
職
場
リ
ポ
ー
ト
」 …

卒
業
生
が
お
仕
事
の
様

　　　　子
を
お
伝
え
し
ま
す

　○
理
学
療
法
学
科
講
義 [

体
が
動
く
不
思
議 

〜
僕
た
ち
の

　　　体
は
電
気
仕
掛
け
〜]

　○
作
業
療
法
学
科
講
義 [

の
ぞ
い
て
み
よ
う
地
域
の
暮
ら
し 

　　　〜
作
業
療
法
士
の
視
点
か
ら
〜]

　○
福
祉
心
理
学
科
講
義 [

命
の
不
思
議 

〜
精
神
保
健
福
　

　　　祉
士
の
仕
事
〜] 

　○
他
、展
示
、入
試
概
要
説
明
、保
護
者
説
明
会
、宿
舎
見

　　　学
ツ
ア
ー
、宿
舎
宿
泊
体
験
あ
り
。

■
申
込
・
問
合
先
　　健
康
科
学
大
学
　入
試
広
報
課

　　　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５
５ ‐

 

８
３ ‐

 

５
２
４
０

一
般
の
方
も
ご
参
加
頂
け
ま
す
！
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！
（
申

込
不
要
）

〈
ク
ラ
ブ
紹
介
〉

　　ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
的
な
礼

儀
、厳
し
さ
又
、何
事
に
も「
が
ん
ば
れ
る
子
供
」
、「
我
慢
で
き

る
子
供
」を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。特
に
シ
ー
ズ

ン
オ
フ（
７
月
〜
10
月
）の
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、ロ
ー
ラ

ー
ス
ケ
ー
ト
な
ど
を
使
用
し
、ス
ケ
ー
ト
に
関
す
る
専
門
的
な

指
導
、基
礎
体
力
の
向
上
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
指
導
者
　　小
佐
野
哲
　小
佐
野
俊
之
　堀
内
進

◇
申
　　込
　　富
士
河
口
湖
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　　　　　　　　　　　　TEL
０
８
０‐

５
４
２
４‐

９
０
３
６ 

〈
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
教
室
の
ご
案
内
〉

■
主
　催
　　富
士
河
口
湖
町
体
育
協
会
ス
ケ
ー
ト
部

■
日
　時
　　８
月
８
日（
日
）・
22
日（
日
）・
28
日（
土
）・
29
日（
日
）

　　　　　　　　　午
前
９
時
〜
11
時

■
場
　所
　　町
役
場
前
駐
車
場（
予
定
）

■
持
ち
物
　タ
オ
ル
・
手
袋
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト（
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ

　　　　　　　　　ト
可
）・
ひ
ざ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー

　　　　　　　　　 

ト（
ロ
ー
ラ
ー
ブ
レ
ー
ド
可
・
貸
し
出
し
可
能
）

■
服
　装
　　長
ズ
ボ
ン（
ジ
ャ
ー
ジ
）を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料
　無
料
　

●
申
込
・
問
合
先
　　富
士
河
口
湖
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
０
８
０‐
５
４
２
４‐

９
０
３
６

　　　郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
場
産
品
の
展
示

・
販
売
の
ほ
か
、「
も
の
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展
や
体

験
教
室
を
行
い
ま
す
。

　
　
主
に
小
学
生
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
定
員
に
余
裕
が

あ
れ
ば
小
学
生
以
外
の
方
も
参
加
で
で
き
ま
す
。

■
日
　時
　　８
月
15
日
ま
で
の
土
曜
日
、日
曜
日

　　　　　　　　　午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
　所
　 

郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　　　　　　富
士
吉
田
市
上
吉
田
２
２
７
７-

３

■
参
加
料
　　３
０
０
〜
１
０
０
０
円

■
内
　　容
　 

手
織
り
、陶
芸
、し
ぼ
り
染
め
、切
り
絵
、木
工
、

　　　　　　　　　 

藍
染
め
、ミ
サ
ン
ガ
、バ
ス
ボ
ム
、ビ
ー
ズ
、デ
コ
　

　　　　　　　　　 

ホ
イ
ッ
プ
、革
コ
モ
ノ
、竹
細
工
教
室

●
問
合
先
　　郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
　

　　　　　　　　　　　　　　TEL
２
４‐

４
４
０
６

〜
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
〜

　
　
河
口
湖
猿
ま
わ
し
劇
場
で
行
う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
町

内
の
皆
様
の
出
店
を
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

■
日
　程
　　８
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
　所
　　河
口
湖
猿
ま
わ
し
劇
場
　園
内
芝
生
広
場

■
募
　集
　　40
ブ
ー
ス（
２
ｍ×

３
ｍ
）出
店
料
な
し

　　　　　　　　　詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

※

開
催
日
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
み
の
ご
利
用
も
大
歓
迎
で

　　す
。掘
り
出
し
物
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
問
合
先
　河
口
湖
猿
ま
わ
し
劇
場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
７
６-

８
８
５
５

　　日
本
の
象
徴「
富
士
山
」に
関
す
る
知
識
を
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
か
ら
問
う
検
定
試
験
で
す
。富
士
山
が
大
好
き
な
方
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
！

■
３
級
認
定
検
定
試
験
　　受
験
料
１
０
０
０
円

　　　　　　　　　　　　（
受
験
資
格
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）　

■
出
題
範
囲
　　自
然
・
文
化
・
生
活
・
歴
史
等
、
富
士
山
に

　　　　　　　　　　　　関
す
る
全
般

■
受
検
方
法
　

　　①
チ
ラ
シ
又
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
定
問
題
を
入
手

　　　　　　(h
ttp
://w
w
w
.fu
jisan

k
en
tei.jp

/in
d
ex
.h
tm
l)
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県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
〔
在
職
者
訓
練
〕

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
【
在
職
者
訓
練
】

「
深
城
ダ
ム
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
」開
催
に
つ
い
て

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
富
士
山
教
養
講
座

　　②
解
答
用
紙
を
事
務
局
に
返
送
。解
答
回
収
後
、事
務
局

　　　　よ
り
受
験
料
振
込
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、受
験

　　　　料
を
お
振
込
み
下
さ
い
。

※
受
験
料
を
お
振
込
み
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、採
点
さ
れ

　　ま
せ
ん
。

■
提
出
期
限
　　８
月
31
日（
火
）必
着
。

■
提
出
先
　　富
士
山
検
定
事
務
局

　　　　〒
４
１
７-
０
０
５
７
　静
岡
県
富
士
市
瓜
島
町
82
番
地

　　　　　　富
士
商
工
会
議
所
　「
富
士
山
検
定
」係

●
問
合
先
　　富
士
吉
田
商
工
会
議
所
　TEL
２
４-

７
１
１
１

　　今
年
の
テ
ー
マ
は「
富
士
を
知
ろ
う
」
。前
半
は
、講
師
が
ス

ラ
イ
ド
等
で
季
節
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
富
士
山
を
紹
介
し
ま

す
。後
半
は
自
然
観
察
園
を
歩
い
て
、実
際
の
自
然
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
　程
　　全
８
回

　　８
月
22
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　　　　　　　　　　　富
士
の
祭
＋
ミ
ニ
エ
コ

　　９
月
26
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　　　　　　　　　　　富
士
の
紅
葉
＋
ミ
ニ
エ
コ

 

　10
月
24
日
、11
月
20
日
開
催
予
定

■
講
　師
　　　

山
　大
和
さ
ん

■
定
　員
　　15
人 

　■
費
　用
　無
料

■
場
　所
　　山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

■
申
込
・
問
合
先
　　富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
７
２-

０
２
５
９
　山
下

■
日
　時
　　９
月
４
日（
土
）午
後
１
時
〜
５
時

■
定
　員
　　30
名
　　■
受
講
資
格
　18
歳
以
上
の
者

■
主
　催
　　建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会（
建
災
防
）

　　　　　　　　　山
梨
県
支
部

■
受
講
料
　　建
災
防
会
員
　　　　　５
５
０
０
円

　　　　　　　　　　建
災
防
会
員
以
外
　７
０
０
０
円

■
締
　切
　　８
月
20
日（
金
）

※

実
技
を
行
い
ま
す
の
で
作
業
着
で
お
越
し
く
だ
さ
い

●
問
合
先
　　富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
２
２‐

５
２
１
４

　＝
接
遇･

対
応
の
た
め
の
英
会
話
＝

■
日
　程
　　10
月
18
日
か
ら
６
日
間
　午
後
６
〜
９
時

　　　　　　　　　受
講
料
２
１
０
０
円

●
申
込
み
は
、規
定
の
用
紙
に
記
入
し
、申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　　定
員
に
な
り
次
第
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
。

〔
短
期
訓
練
生
募
集
〕

＝
機
械
科
・
服
飾
科
＝

■
訓
練
期
間
　　10
月
６
日
〜
か
ら
６
ヶ
月
間

＝
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
科
＝

■
訓
練
期
間
　　９
月
17
日
〜
３
ヶ
月
間

＝
訪
問
介
護
員
養
成
コ
ー
ス
２
＝
　

■
訓
練
期
間
　　10
月
７
日
〜
か
ら
３
ヶ
月
間

■
入
学
料
・
授
業
料
　　無
料（
教
科
書
代
は
自
己
負
担
）

■
対
象
者
　　公
共
職
業
安
定
所
の
求
職
申
込
者

※
詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
へ
問
い
合

　　わ
せ
て
下
さ
い
。

　　　　　　　　TEL
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
１

　　　　　　　　FAX
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
２

９
月
か
ら
の
在
職
者
訓
練
の
お
し
ら
せ
　　　　　　　　

＝
Ｉ
Ｓ
Ｏ9000

シ
リ
ー
ズ
内
部
監
査
員
養
成
２
＝

■
９
月
２
〜
３
日
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　　受
講
料
２
１
０
０
円

＝
ア
ク
セ
ス
２
０
０
７
基
礎
・
応
用
コ
ー
ス
＝

■
９
月
24
日
〜
計
12
日
間
　午
後
６
時
〜
９
時

　　受
講
料
４
２
０
０
円

＝
３
次
元
C
A
D
に
よ
る
機
械
設
計
の
基
礎
＝

■
９
月
29
〜
30
日
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　　受
講
料
３
３
０
０
円

＝
商
業
簿
記
３
級
＝

■
10
月
１
日
〜
計
15
日
間
　午
後
６
時
〜
９
時

　　受
講
料
４
２
０
０
円

＝
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
＝

■
10
月
18
日
〜
計
６
日
間
　午
後
６
時
〜
９
時

　　受
講
料
２
１
０
０
円

●
問
合
先
　県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５
３‐

３
２‐

５
２
０
２

　　　　　　　　　　　甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
３
０
８

　
　
ダ
ム
の
役
割
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、水
の
大
切
さ
を
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
に
、「
ダ
ム
内
見
学
会
」を
深
城
ダ
ム
に
お
い
て

開
催
し
ま
す
。

◇
ダ
ム
内
見
学
会

■
日
　時
　　８
月
22
日（
日
）

　　　　　　　　　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　　　　　　　　　（
雨
天
決
行
）

■
内
　容

　・
ダ
ム
内
部
の
探
検

　　（
ダ
ム
の
中
は
気
温
11
℃
で

　　　ひ
ん
や
り
）

　・
ダ
ム
の
働
き
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
上
映

　・
随
時
実
施（
予
約
不
要
）

■
場
　所
　山
梨
県
深
城
ダ
ム
管
理
事
務
所
　　　　

　　　　　　　　　　大
月
市
七
保
町
瀬
戸
２
３
０
８‐

11 

●
申
込
・
問
合
先  

　TEL
０
５
５
４―

２
４―

７
０
６
２

  

　　　午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
日
祝
日
を
除
く
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.y
a
m
a
n
a
s
h
i.jp
/d
a
m
u
-

fk
/in
d
ex
.h
tm
l

富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　

＝
丸
の
こ
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
＝
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関
東
電
気
保
安
協
会
か
ら
の
知
ら
せ

建
退
共
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

富
士
吉
田
市
立
病
院
Ｂ
Ｌ
Ｓ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

　　（
財
）日
本
遺
族
会
は
、先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。本
年
度

は
事
業
実
施
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て「
洋
上
慰
霊
」を
実

施
し
ま
す
。

■
費
　用
　　参
加
費
と
し
て
８
万
円

●
問
合
先
　　（
財
）日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係
　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
０
３‐

３
２
６
１‐

５
５
２
１

　〜
緑
地
管
理
と
機
器
の
取
扱
い
技
能
講
習
会
〜

　　緑
地
管
理
に
必
要
な
機
械
器
具(

刈
払
機
、チ
エ
ー
ン
ソ
ー

等)

の
安
全
な
取
扱
い
方
法
　を
講
義
と
実
習
で
習
得
し
ま

す
。

■
日
　　時
　　８
月
30
日（
月
）〜
９
月
３
日(

金)

の
５
日
間
　　

　　　　　　　　　　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
会
　　場
　　富
士
吉
田
市
下
吉
田

　　　　　　　　　　　　富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
　　60
歳
台
前
半
層
を
中
心
と
す
る
働
く
意
欲
の
　

　　　　　　　　　　あ
る
高
齢
者

■
受
講
料
　　無
料

■
定
　　員
　　20
名

■
申
込
締
切
　　８
月
17
日(

火)

●
申
込
・
問
合
先
　

　　　　(

社)

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５‐

２
２
８‐

８
３
８
３

　　　　(

社)

富
士
五
湖
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　西
部
事
務
所
　TEL
７
２‐

３
５
４
８

　　建
退
共
制
度
は
、中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き

建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小

企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で

す
。こ
の
制
度
は
、事
業
主
の
方
々
が
、労
働
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、い
わ
ば
業
界
全
体
で
の

退
職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主
　　建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者
　　建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金
　　日
額
３
１
０
円

　　○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、確
実
、手
続
き
が
簡
単

　　○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す

　　○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

　　○
掛
金
が
全
額
非
課
税
に
な
る
税
法
上
の
優
遇

　　○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ

　　　　ま
す
　

●
問
合
先
　　勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
山
梨
支
部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５‐

２
３
５‐

４
４
２
１

　　心
肺
停
止
に
対
す
る
初
期
対
応
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を

正
し
く
理
解
し
、基
本
的
な
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
も
の

で
す
。新
た
な
基
準
に
も
対
応
し
、最
終
的
に
富
士
五
湖
消

防
本
部
が
認
定
す
る「
普
通
救
急
救
命
講
習
修
了
証
」を
交

付
し
ま
す
。

■
日
　　時
　　11
月
13
日（
土
）午
前
９
時
〜
12
時

　　　　　　　　
　　３
月
12
日
（
土
）午
前
９
時
〜
12
時

■
会
　　場
　　富
士
吉
田
市
立
病
院
２
階
　講
堂

■
対
象
者
　一
般
の
方
、Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
の
方
、医
療
従
者

　　　　　　　　　　の
方

■
受
講
料
　　無
料
　　■
定
　員
　　24
名

■
講
　　師
　　富
士
吉
田
市
立
病
院
救
急
医
療
担
当
医
師

　　　　　　　　　 

及
び
有
資
格
（
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）
看
護
師
　
救
急
救

　　　　　　　　　 

命
士

●
申
込
先
　　富
士
吉
田
市
立
病
院
医
事
課 

渡
辺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
２
２-

４
１
１
１
　内
線
２
１
０
１

『
電
気
安
全
出
前
講
習
会
の
ご
案
内
』

　　（
財
）関
東
電
気
保
安
協
会
で
は
、公
益
法
人
と
し
て
地
域

や
職
場
の
皆
様
の
所
に
お
伺
い
し
、
電
気
を
安
全
に
効
率
よ

く
お
使
い
頂
く
た
め
の
出
前
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
実
施
内
容
　

○
ビ
デ
オ
等
に
よ
る
説
明

　　「
電
気
の
安
全
な
使
い
方
」「
家
庭
な
ど
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ

　　　ー
」「
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
て
」等

○
実
験
・
実
演

　　「
暖
気
の
使
い
す
ぎ
や
シ
ョ
ー
ト
」の
実
験

　　「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
」の
原
理
を
知
る
実
演
等

■
費
用
　　無
料
　　■
時
間
　　１
〜
２
時
間
程
度

■
人
数
　　５
名
以
上
　

■
実
施
日
時
　　日
曜
、祭
日
を
除
く
10
時
〜
５
時

●
問
合
先
　　関
東
電
気
保
安
協
会
山
梨
事
業
本
部

　　　　　　　　　　　　広
報
担
当
　武
田

　　　　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５-

２
２
８-

３
２
０
０

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」の

　

参
加
者
募
集

㈳
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

連
合
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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西湖いやしの里根場からのお知らせ

≪詳細お問合せ先≫西湖いやしの里根場総合案内所ＴＥＬ；２０－４６７７　 URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

西湖いやしの里根場では「ふるさとの四季」をテーマにした年中行事を行っています。
現在開催中～８月３１日（火）現在開催中～８月３１日（火）
「いやしの里の夏休み」「いやしの里の夏休み」

里内に響く音色をお楽しみ下さい。
　日時；8月7･14･21･28日
　　　　第1部　午前10時30分～
　　　　第2部　午後1時～
　　　　第3部　午後2時～
　会場；⑨ごろ寝館

夕涼みに来ませんか？

二胡と三線による
ミニコンサート
二胡と三線による
ミニコンサート

夕涼みに来ませんか？
8月13日（金）・14（土）・15日（日）の3日間、夜間営業を行います。
午後5時から9時までは入場無料です。ちびっこ広場では提灯やミニ屋台などでお祭りム
ードを味わっていただきます。
8月14日（土）は、午後8時30分から約5分間、花火を打ち上げ、お祭りムードを更に盛り上
げたいと思います。
まだまだ、夏真っ盛り。ご家族、お友達をお誘い合わせのうえ、夕涼みにいらして下さい。

竹トンボや紙鉄砲、うぐいす笛、ブンブン
セミ等の作り方・遊び方をお教えします。
道具の使い方も指導します。
　日時；8月1･2･7･8･12･13･14･15･21･22･
　　　　28･29日
　会場；⑥せせらぎ屋

古来より伝わる技法を用い
た作品は、言い尽くせぬ美
しさを醸し出しています。

堀内光次さんによるススキを使った
バッタ作りの実演・体験。
　日時：期間中の土曜日
　　　　午前10時～午後4時
　会場：⑥せせらぎ屋
　料金：500円（完成品つき）

素焼きの人形(ミニペンギン・カメ・イル
カ)にアクリ
ル絵の具で
色付けをし
ます。数に限
りがありま
すので、なく
なり次第終
了します。

先端部分にガラス玉を付けた万華鏡。どんないやしの里が見えるで
しょうか？他にガラスの器・金工のテーブルウェア等の展示販売も
します。

いやしの里に咲いている花や富士山、茅葺の集落など、のぞいた周
りの風景が万華鏡模様に大変身！！

20棟の建物に設置された問題を探し
ながら回るクイズラリー。
ちょっぴりためになるクイズが隠され
ています。
小学生以下のお客様は、参加するとお
菓子プレゼント。(数量限定)
クイズラリー参加者のうち、抽選で50
名様に、いやしの里ならではの賞品を
ご用意しました。
当選者は9月中旬頃、ホームページ及
び総合案内所にて発表させていただ
きます。

子どものあそび  木工教室

⑪見晴らし屋　企画展
『万華鏡 もう一つの世界』

⑩匠や 企画展
『絞りの藍展』

ススキ細工体験 お絵かき海の人気者お絵かき海の人気者ススキ細工体験
小佐野虫磨呂さんによる切り紙細工の
実演・体験です。1枚の紙からいろんな
虫が作れます。

日時；7月31日、8月7･14･21･28日
会場；⑤くつろぎ屋

切り紙細工切り紙細工

⑩匠や 企画展
『絞りの藍展』

万華鏡手づくり体験教室万華鏡手づくり体験教室

⑪見晴らし屋　企画展
『万華鏡 もう一つの世界』

クイズ探検隊クイズ探検隊子どものあそび  木工教室

うぐいす笛 ¥300　   ブンブンセミ ¥300

同時開催！

開催日；8月2日(月)～31日(火)　※16日(月)は休み
対　象；小学生～（低学年の場合は保護者同伴）
料　金；2,000円～　制作時間；およそ1時間

米山のぶ子

現在開催中～8月31日(火)

＊臨時休演日あり＊

日時：8月1日(日)～無くなり次第終了
会場：⑰土あそび 富士炉漫窯
料金：1,000円
予約：080(5024)5735　前田

虫磨呂さんの虫磨呂さんの
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ボランティア代表者連絡会議を開催ボランティア代表者連絡会議を開催

　６月１５日(火)、ボランティア代表者連絡会議を開催し８名の出席がありました。

　今回は、平成21年度のボランティアロビーの事業報告、富士河口湖町ボランティアネットワークについて、ボランティ

ア活動保険についてなど、今後のボランティア活動の活性化に向けて活発な意見交換を行いました。

大和証券福祉財団より「第17回ボランティア活動助成」の要項がきましたので、お知らせいたします。

　　　　　応募資格：ボランティア活動を目的とした団体・グループ
　　　　　　　　　  学生・若者のボランティア活動も積極的に支援します。
　　　　　　　　 　（申込みに際しては、社会福祉協議会・共同募金会等の推薦を必ず受けてください。）
　　　　　  　　　　※第１４回（平成１９年度）以降に当財団の助成を受けた団体・グループは、本年度の
　　　　　　　　　  応募資格はありません。

　　　　　応募課題：特に在宅老人、障がい児・者、児童問題等に対するボランティア活動

　　　　　助 成 金：上限額３０万円

　　　　　応募期間：平成２２年８月１日～平成２２年９月１５日（当日消印有効）

　　　　　申 込 書：財団ホームページからダウウンロードできます。
　　　　　　　　　（http://www.daiwa-grp.jp/dsf/index.html）
　　　　　　　　　  必要な場合は、社協事務局に取りに来てください。

　　　　　申込/問合せ先：財団法人　大和証券福祉財団
　　　　　　　　　　　  東京都中央区京橋１－２－１　大和八重洲ビル
　　　　　　　　　　　  TEL ０３－５５５５－４６４０　FAX ０３－５２０２－２０１４

第17回ボランティア活動助成について第17回ボランティア活動助成について第17回ボランティア活動助成について

毎年７月～８月は『ボランティア体験月間』です。毎年７月～８月は『ボランティア体験月間』です。
　全国社会福祉協議会では、多くの人が夏休みを利用して活動に参加しやすい7月・8月を『ボランティア体験月間』
として提唱し、ボランティア活動への参加を呼びかけています。当町でも、さまざまなボランティア活動が展開され
ています。ここで、ボランティア情報をご紹介します

　サークル「五っ湖」(鈴木勝則代表)では、メンバーを募集しています。

　このサークルは、在宅障がい者の外出を支援しながら、遊びを通じてボラ

ンティアを学ぼうと、地域で障がいをもった方と大学生を中心に結成された

グループです。いままでに、さくらんぼ狩りやボウリング大会、バーベキュー

などを行いました。

　サークル活動に興味をお持ちの方、在宅で障害をお持ちの方、一般住民の

方、ぜひご連絡ください。

　　　　　電話・FAX(鈴木さん宅)：０５５５－７３－３６１７

　　　　　メール：charlie@kis-net.ne.jp

サークル「五っ湖」メンバーサークル「五っ湖」メンバー募集中

【小学生】
　７月23日(金)に、命に関する本の

読み聞かせや折り紙体験を実施。

【中・高校生】
　７月26日(月)に、県立の富士ふれ

あいセンターと共催で実施。介助犬

について学ぶ。

※体験教室の詳しい様子は、次回
掲載いたします。

ボランティア体験教室ボランティア体験教室


